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                  有田町立有田小学校 校長 松尾 寛  

今年も１年間、ありがとうございました！ 
有田小学校に赴任して、３回目の年の瀬を迎えています。その間、保護者の皆様、地域の方々、町

行政機関等々、多くの方々にご理解とご協力をいただき、心より感謝を申し上げます。ありがとうご

ざいました。今年は、能登半島の地震が起こり、自然災害の恐ろしさを改めて感じました。その中で

有田っ子による能登半島地震義援金の募金活動をしました。今年度に入り、春の運動会を５月に実施

する中で、有田っ子の生き生きとした姿を観て頂きました。２学期は、３年生が主となり、アリタ小

学校マイセンの子ども達との交流を行いました。11 月には姉妹校調印式と歓迎会を執り行いました。

町内外の方々から、有田小学校の更なる可能性と、５年後の有田町マイセン市交流５０周年記念事業

に向けた期待のお言葉をいただきました。おかげで、今年も地域とともに歩むことができました。 

今年も残り２週間となりましたが、子ども達は朝のふれあいタイムで、元気よく遊ぶことができて

います。皆様も年末を元気に過ごされ、良いお年をお迎え下さい。新年も宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

今年を漢字一文字で表したら… 
明日の 2学期の終業式では、今年 1年を振り返って、漢字一文字で表してみます。 

私は今年度、ドイツのアリタ小学校マイセンを訪問したり、姉妹校調印をしたり歓迎したりしたこと

もあって「独」にしました。なかなか経験できない独特の慣習や文化に触れることができたからです。 

事前に、５・６年生の子ども達に学習者用端末を使って、今年一年を漢字一文字で表すとしたら？ 

とアンケートを行いました。その結果は、以下のとおりで様々な一文字を選んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年が、子ども達にとってどのように感じたのかが、よく分かりました。自然災害や事件事故を憂

いたり、自分が成長したことを実感したりしていました。それぞれが今年の干支の龍の如く、自分の

目標に向かって登竜門を駆け上がることができました。有田っ子の成長ぶりに拍手を送ります。 

街中のイルミネーション 

【ふれあいタイム】 12月 17日朝の時間に、縦割りグループで、だるまさんが転んだ、ドッジボール、鬼ごっこをして体が温まりました。 



サツマイモを使って、蒸しパンを作りました！  

先週水曜日に、1 年生と 6 年生がいっしょに家庭科室で蒸しパン作りをしました。その中に、1 年

生が学級園で収穫したサツマイモを入れました。１年生がアルミ箔に材料を入れ、６年生がそれを蒸

していました。出来上がりは、ふっくらとしてサツマイモの甘みが加わり、とても美味しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

に教えたり 

 

 

 

３・４・５年生で箏教室を行いました! 

師走の校内に箏の音が響き、穏やかな時間を過ごすことができました。今回は、３年生から５年生

までを対象に、佐賀県箏協会の皆さんが子ども達に演奏の仕方を丁寧に教えて頂きました。ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

わくわくクラブの皆さん、ありがとうございました！ 

有田町放課後子ども総合プランとして行われている、有田小放課後子ども教室わくわくくらぶが 

今年最後の活動を終えられました。わくわくくらぶでは毎回、趣向を凝らしていろいろな学びを提供

されています。今回は、武雄市宇宙科学館の方々を講師に、太陽系の仕組みや科学の実験をされまし

た。子ども達の目が輝き、宇宙空間への興味が広がっていました。１年間、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生と６年生が役割分担をして、サツマイモ入りの蒸しパンを作りました。とても美味しかったようで、喜んでいました。 


